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バーチャル派遣事業のご案内 

バーチャル派遣とは？ 

バーチャル派遣とは、人を派遣するのではなく「人が持つ技術のみを売る」バーチャル人材（技術）派遣型サービス事業です。
要するに、「人材の提供（派遣）」でなく「技術力のみを提供」します。 

このサービス（バーチャル派遣）には、以下のような特徴があります。 

➢ 派遣者の面接が不要（開発の即時性確保） 

➢ 開発環境が人に左右されない 

➢ 派遣者への指揮命令の軽減（雇用契約不要） 

➢ 就業管理が不要（派遣者の事務所確保が不要） 

➢ 開発コスト削減（見積価格が人月から技術料） 

今までのソフト開発で「こんなお困り」ありませんか？ 

開発開始が遅れる。要求条件にあった要員がいない（人材不足）、この結果「開発納期遅延」が起きてしまいます。 

人材は多くいますが、なかなか企業要件に適う人材が見つからない。要するに書類選考、面接、採用しても 

いざ現場配属後、その開発業務に合致していない等の「ミスマッチ」が多く聞かれます。この事が『人材不足』と言われています。 

広告系人材紹介企業は、スキルの物さしとして IT スキル標準（IPA）をベースに人物スキル判断をしています。 

しかし、この IT スキル標準には、SE や PG の技術的評価するデータが有りません。 

この部分は、各企業が業種に応じたスキル基準とスキル項目データを作成する事になります。 

他にもいくつかの要因はありえますが、上記がミスマッチの最大の要因と言われています。 

シンクワンが考える「人材不足」解消とは 

人が派遣先に移動するから、外観的要因（年齢）も含めミスマッチが起きてしまう。 

ならば、人は行かずに「必要な技術」だけを提供する、「技術のデリバリー（リモートで開発）」をする環境が提供できれば 

ソフト開発で「こんなお困り」である課題解消が図れるのではないかと私たちは考えます。 

それが実現できるのが、このバーチャル派遣なのです。 

ではそのバーチャル派遣とは具体的になんなのか、次項でイメージ図を用いてご説明いたします。 
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サービス提供イメージ 

サービス提供形態 

１）従来派遣型 

客先開発環境設備に派遣社員が入場し、お客様指揮命令下での開発業務遂行 

【課題】マッチング不具合が多い、派遣依頼充足割合が高い、教育とカウンセリングが必要 

２）バーチャル派遣型移行パターン 

パターン（１）複数派遣者による開発業務の場合（従来型派遣＋バーチャル派遣）混在型 

パターン（２）完全リモート型での開発業務の場合 

（２）-1 複数派遣者による開発業務の場合 

（２）-2 一人派遣者による開発業務の場合 

企業 

企業 派遣会社 求職者 

登録 

就業 

指揮命令 
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業務プロセス 

1)企業と就職間の仲介業務 

2)登録、契約 

3)就業管理 

4)指揮命令 

主業務 

・派遣会社の業務多忙 

・入場後管理面サポートの

体制が必要 

提供業務 

・定常的に開発業務があり一名は確

保が必要【作業量が？】 

・一時的に工数が必要 

・連携機能で一時的に常駐者保持以

外の言語開発者が必要 
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２．作業指揮命令の方式 

１）従来の口頭指示や作業指示書による場合は、Skype で「指揮命令」「作業確認」を行う方法 

従来の派遣に近い指示書によるソフトウエア開発業務で、ミーティングで作業確認や進捗フォローを行う。 

但し、Skype 経由で作業進捗管理がリモートで行われる部分が異なります。 

なお、開発プログラム自体が企業側か弊社側かでＰＣのリモート環境も異なります。 

２）「指揮命令」と「プログラム作成確認」をデスクトップリモートコントロール（Team Viewer）で確認を行う方式 

開発作業中の端末にリモートでデスクトップから操作可能とした共同開発作業環境を提供します。 

この方式により、アプリケーションプログラム対象箇所を直接抽出・確認・修正が可能となり「指示・作業ミス」が防止されます。 

同時に音声会議機能で喋りながら操作アドバイスも可能です（Skype と同時利用を行えば映像でも確認・録画も可能です） 

３）リモートでソフトウェア開発（プログラミング）業務を提供するメリットは 

a)従来の派遣で開発工数見積り 

 

b)バーチャル派遣を活用した場合の開発見積り 
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４）今ＳＥＳに求められている要件の纏め（スマートフォンアプリ開発に必要スキル） 

数人程度の小規模なチームで開発を行うことが多いため、技術力に加えてプランナーとしてのセンスやクリエイティビティが 

求められるのも特徴です。 

仕様に沿ってプログラムを作成するだけではなく、ときにはゲームのアイデアを出したりデザイン面を担当するなど、 

1 人で何役もこなせるマルチな才能が必要な職種といえるでしょう。 

この場合でもバーチャル派遣が有効な開発環境を提供いたします。 

上記に関するお問い合わせ先について 

バーチャル 派遣についてのもっと具体的なご案内、環境や準備、各種ご質問等はぜひお問い合わせください！ 

少し興味があるので話を聞きたい、というだけでも構いません。 

お問い合わせお待ちしております！！ 

株式会社シンクワン 営業部 

ご連絡先 TEL：03-6659-9517 

MAIL：eigyo@thinkone.jp 

従来型派遣では、多様化した開発要

件に対応するためには、お客様業務に

精通し、かつＳＥでありＰＧの多能工

の派遣要員が要求されます。 

現実的には、難しい要求です。

このため、複数の人材確保が必

要となります。 

弊社 バーチャルラボ(専門ＳＥ集団) 

専門技術担当ＳＥ 

担当バーチャルＳＥ 




